
　市内５つのの総合型地域スポーツクラブは、２月２８
日、ＦＣ岐阜の高木和正、野本 泰  崇 両選手と米田徹

やす たか

コーチの３人を招き、サッカー教室を開きました。ま
きがね公園多目的グラウンドを会場に、市内の小学生
８３人が参加。あこがれのＪリーガーと楽しくプレーし
ました。参加した子どもの一人は、「選手は大きくて
かっこいい」とうれしそうに話していました。

今月の写真

２００９

No ．１０２

１４

施策方針と予算
定額給付金だより№２
お知らせ
声・掲示板
恵那人・１歳誕生日
ニュース＆トピックス
スクールライフ

２ ～９
 １０～１１
 １２～１５
 １６～１７
 １８～１９
 ２０～２３
 ２４

主 な内容
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▼市議会で施政方針を述べる可知市長

健康、元気、活力あるまちに

元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
第
３
期
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
の
造
成

を
完
了
し
、
優
良
企
業
の
誘
致
な
ど
企
業

立
地
を
引
き
続
き
進
め
、
将
来
に
向
け
た

工
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
の
確
保
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
よ

る
中
心
市
街
地
の
再
整
備
、
岩
村
町
、
山

岡
町
、
明
智
町
の
特
色
を
生
か
し
た
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
、
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
東
濃
駅
の
設
置
な
ど
に
向

け
た
条
件
整
備
、
交
通
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
生
活
道
路
整
備
促
進
へ
の
取
り
組
み

に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

特集　２００９まちづくり

施政方針

て
、
昨
年
の　

月
議
会
定
例
会
の
冒
頭
で

１２

も
申
し
上
げ
ま
し
た
次
の
５
項
目
を
重
点

項
目
と
位
置
付
け
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り

　

こ
れ
か
ら
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
の
健

康
を
考
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
支
え
る
医
療
環

境
の
向
上
や
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
環
境
づ
く
り
へ
の
支
援
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
環
境
整
備
な
ど
、「
健
康
･
安
心
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　平成２１年第１回市議会定例会の初日に、可知市長は平成２１年度の施政

方針を述べました。これは、この１年、どのような考えで市政を進めて

いくかを明らかにしたものです。

　ここでは、施政方針について紹介します。

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方

　

国
の
経
済
は
、
世
界
的
な
金
融
危
機
に

始
ま
っ
た
世
界
同
時
不
況
の
影
響
を
受

け
、
国
内
景
気
の
け
ん
引
役
で
あ
っ
た
自

動
車
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
輸
出
製
造
業

を
中
心
に
大
幅
な
減
産
が
見
ら
れ
、
設
備

投
資
や
雇
用
の
場
の
収
縮
、
消
費
の
落
ち

込
み
が
深
刻
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

市
で
も
、
自
動
車
関
連
企
業
を
中
心
と

し
て
、
諸
環
境
は
一
層
厳
し
い
も
の
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
昨
年　

月
議
会
で
議
決
を
い
た
だ
い
た

１２

総
額
５
億
７
千
万
円
余
り
の
経
済
対
策
諸

事
業
を
、
全
力
を
挙
げ
て
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
雇
用
の
場
を

提
供
す
る
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」「
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
事
業
」
な
ど

を
早
期
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
大
井
小
学
校
屋
内
運
動
場
と
、
山

岡
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
改
築
事
業
の
前

倒
し
で
は
、
県
産
材
を
用
い
た
木
造
建
築

と
す
る
こ
と
で
、
林
業
経
営
や
地
場
産
業

の
育
成
と
環
境
に
配
慮
し
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
共
通
商
品
券
を
定

額
給
付
金
の
給
付
と
合
わ
せ
て
発
行
す
る

こ
と
で
、
地
元
の
消
費
拡
大
を
促
す
な

ど
、
多
角
的
に
事
業
を
展
開
し
、
当
面
の

経
済
対
策
と
市
政
の
活
性
化
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
期
目
の
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
し
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健
全
で
自
立
し
得
る
行
財
政
基
盤
の

確
立
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

　

職
員
の
意
識
改
革
と
行
政
能
力
の
向
上

を
図
り
つ
つ
、
経
営
の
理
念
に
基
づ
く
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
確

立
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
経
営
状
況
の

公
開
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と

し
、
コ
ス
ト
意
識
を
徹
底
し
た
無
駄
の
な

い
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

行
財
政
改
革
の
的
確
な
推
進

　

以
上
５
項
目
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

で
あ
る
「
総
合
計
画
」、
経
営
の
指
針
で
あ

る
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
踏
ま
え
た
も

の
で
す
。
こ
の
指
針
に
沿
っ
て
着
実
に
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
人
・
地
域
・
自
然
が
調
和
し
た
交
流
都
市
」

の
具
体
的
な
実
現
を
図
り
、
す
で
に
取
り

組
ん
で
い
る
行
財
政
改
革
を
的
確
に
推
進

し
、
昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変

化
に
即
応
し
得
る
、
健
全
な
行
財
政
運
営

の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
市
制
施
行
５
周
年
を

２１

迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
地
域
づ
く
り

の
推
進
、
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
や
市
透

析
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
や
防
災
行
政
無
線
も
市
内
全
域
で
同

一
的
な
情
報
提
供
を
開
始
す
る
な
ど
、
合

併
以
来
進
め
て
き
ま
し
た
新
し
い
市
の
基

盤
づ
く
り
は
、
着
実
に
進
展
し
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
基
盤
を
踏
ま
え
た

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
や
景
観
計
画
の

策
定
、
生
涯
学
習
都
市
宣
言
の
検
討
な
ど

を
進
め
る
ほ
か
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
６

つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
を
着
実
に

進
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
行
革
を
的
確
に
推
進
し
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
と
、
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
健
全

な
行
財
政
運
営
の
、
さ
ら
な
る
確
立
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
最
近
の
人
口
推
計
の
結
果

か
ら
、
市
も
人
口
の
減
少
が
例
外
な
く
進

ん
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
市
へ
の
定
住
を
促
進
し
、
定
住

増
加
に
よ
る
活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
外
居
住
者
が
、
市
内
に
居
住
を
目
的

と
し
て
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
を
し
た

場
合
、
固
定
資
産
税
の
減
免
と
定
住
奨
励

金
の
交
付
を
す
る
新
た
な
定
住
支
援
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
美
し
い
ま

ち
づ
く
り

　

災
害
へ
の
対
応
は
、
第
一
に
自
助
の
活

動
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全

市
域
で
自
立
・
自
助
を
主
体
と
し
た
自
主

防
災
隊
の
組
織
化
の
促
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
新
設
さ
れ
た
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
を
主
体
と
し
、
そ
の
諸
機
能
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
の
防
災
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
地
球
環
境
を

守
る
二
酸
化
炭
素
削
減
の
た
め
の
施
策
と

し
て
、
関
係
地
域
の
深
い
ご
理
解
の
も
と

に
、
ご
み
処
理
施
設
、
し
尿
処
理
施
設
の

統
合
を
図
る
ほ
か
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を

有
効
活
用
す
る
構
想
を
策
定
し
、
そ
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

促
進
す
る
た
め
、
公
共
施
設
へ
の
導
入
の

ほ
か
、
住
宅
用
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る

助
成
制
度
を
設
け
ま
す
。

歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
楽
し
い
ま
ち
づ

く
り

　

地
域
に
伝
わ
る
貴
重
な
歴
史
、
文
化
遺

産
の
保
存
、
伝
承
な
ど
地
域
文
化
の
振
興

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
学
び
の
場
と
し
て
の
市
中
央
図
書

館
を
核
と
し
た
地
区
公
民
館
、
小
中
学
校

の
図
書
館
機
能
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
、
ス
ケ
ー
ト
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

の
振
興
を
推
奨
し
、
市
民
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
べ
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

▼

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

▼

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

▼

子
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ

▼

市
中
央
図
書
館

▼

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
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表１　平成２１年度会計別予算額
増減率予算額会　計

△５．２％２６０億６,０００万円 一 般 会 計

△５．８％１３６億１,５９０万円 特 別 会 計

１．５％５２億７,１００万円　国民健康保険事業特別会計
２．６％４４億２,８５０万円　介護保険特別会計
△１．６％１７億８,７７０万円　公共下水道事業特別会計
△３０．１％１１億５,７１０万円　簡易水道事業特別会計
△４．６％５億８,２２０万円　後期高齢者医療特別会計
４．８％３億０,３８０万円　農業集落排水事業特別会計
５．１％６,４２０万円　駐車場事業特別会計

△９６．１％１,９９０万円　老人保健医療特別会計
△７９．２％１００万円　上財産区特別会計
０．０％５０万円　遠山財産区特別会計

△２．４％６９億５,３７０万円 企 業 会 計

０．７％３８億７,７８０万円収益的支出
　病院事業会計

４５．４％2億３,３５０万円資本的支出
△５．６％8億３,２８０万円収益的支出

　水道事業会計
△２．６％8億７,９００万円資本的支出
４．８％６億０,３８０万円収益的支出　国民健康保険

　診療所事業会計 △８８．０％３,１９０万円資本的支出
１．８％4億６,１４０万円収益的支出　介護老人保健

　施設事業会計 △５．４％３,３５０万円資本的支出

△５．０％４６６億２,９６０万円 予 算 総 額

特集　２００９まちづくり

平成２１年度予算

　平成２１年度の市の予算が決まりました。総合計画によるまちづくりの４年目は、総合

計画の各種事業を行財政改革のさらなる推進により実施する予算としました。

　ここでは、予算について紹介します。

□問い合わせ　財務課財政係（内線３５２）

経
済
対
策
の
事
業
総
額
は
確
保

　

予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
が　

億
３
千

１４

万
円
（
５
・
２�
）
の
減
額
。
ま
た
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
全
会
計

の
合
計
は
、　

億
４
３
４
０
万
円
（
５
・

２４

０�
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し

昨
年
度
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
補

正
予
算
と
し
た
教
育
施
設
整
備
事
業
な
ど

の
本
格
的
な
工
事
の
実
施
が
本
年
度
で
あ

り
、
経
済
対
策
の
た
め
の
事
業
総
額
は
確

保
し
て
い
ま
す
。

市
税
収
入
が
１
億
８
千
万
円
減

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
景
気
の
後
退

に
伴
い
、
法
人
市
民
税
で
７
３
５
０
万
円

の
減
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
市
税
が

約
１
億
８
千
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税

は
、
国
の
１
兆
円
増
額
に
伴
い
１
億
円
の

増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
貯
金
の
取
り
崩
し
の
基
金
繰
入

金
は
、
財
源
調
整
の
た
め
の
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
で
５
億
３
７
０
０
万
円
の
減
額

と
な
り
、
基
金
繰
入
金
の
総
額
で
は
約
８

億
３
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
山
岡
小
学
校
校
舎
改
築
事

業
が
始
ま
り
ま
す
が
、
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

整
備
事
業
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、
普
通
建
設
事
業
費
が　

・
４�
の
減

１１

額
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
度
か
ら

歳　入

市税（２７.１％）
７０億６,４６５万円

繰入金（２.０％）
５億１,６９５万円

諸収入など（２.９％）
７億７,０７５万円

繰越金（１.９％）
５億円

国庫支出金（５.７％）
１４億７,８４５万円

県支出金（６.８％）
１７億８,６０８万円

地方交付税
（３１.５％）
８２億円 

市債（１４.１％）
３６億６,８８０万円

使用料及び
手数料（１.８％）
４億６,２１４万円

譲与税等（５.０％）１３億円

一般
会計

～健康福祉・環境・教育・定住促進・地域づくりを推進～

一般会計歳入

分担金及び
負担金（１.２％）
３億１,２１８万円

２６０億６千万円 ５.２％減
前年比

5　2009.4.1

の
繰
越
事
業
と
し
て
、
山
岡
小
学
校
屋
内

運
動
場
改
築
事
業
や
中
野
方
小
学
校
耐
震

補
強
大
規
模
改
修
事
業
、
大
井
小
学
校
屋

内
運
動
場
改
築
事
業
を
本
年
度
に
施
工
す

る
こ
と
か
ら
、
実
質
の
普
通
建
設
事
業
は

昨
年
度
よ
り
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
将
来
の
義
務
的
経
費
を
抑
制
す
る

た
め
に
、
借
金
で
あ
る
市
債
の
う
ち
高
利

率
の
も
の
を
補
償
金
免
除
の
制
度
を
利
用

し
て
繰
上
償
還
す
る
計
画
が
３
年
目
と
な

り
、
本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

特
別
会
計
５
・
８
％　
　
　
　
　
　

企
業
会
計
２
・
４
％
の
減

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
で
、
保

険
給
付
費
の
増
加
に
よ
り
総
額
が
増
加
。

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
で
は
大
幅
な
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
平
成　
１９

年
度
に
制
度
が
廃
止
と
な
り
、
再
請
求
に

対
応
す
る
予
算
の
み
と
し
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
と
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
一
般
会
計

と
同
様
に
繰
上
償
還
が
３
年
目
で
減
額
と

な
り
ま
す
が
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
は
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会

計
全
体
で
は
、
８
億
４
０
５
０
万
円
（
５
・

８�
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
診
療

所
事
業
会
計
で
、
人
工
透
析
施
設
整
備
事

業
が
完
了
し
た
た
め
に
大
き
く
減
額
。
企

業
会
計
全
体
で
は
、
１
億
７
２
９
０
万
円

（
２
・
４�
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
自
主
財
源
は
約　

％
３７

　

市
税
収
入
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
・
手
数
料
、
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源

は　

・
９�
。
地
方
交
付
税
や
地
方
債
、

３６
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
は　

・
１

６３

�
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
税
収
入
は
景
気

の
後
退
に
よ
り
、
法
人
市
民
税
は
前
年
比

　

・
５�
の
大
幅
な
減
額
と
な
る
見
込
み

１３で
す
。
ま
た
普
通
交
付
税
は
１
億
円
の
伸

民生費
（２０.５％）
５３億５,０７０万円

公債費
（１５.７％）
４０億８,６６０万円

総務費
（１３.２％）

３４億４,６２０万円

衛生費
（１４.４％）
３７億６,１３０万円

土木費
（１３.０％）

３３億９,５３０万円

農林水産業費（５.０％）
１３億０,４２０万円

議会費（０.８％）２億０,８１０万円

予備費（０.１％）
３,０００万円

労働費（０.２％）
５,２３０万円

人件費
（１９.０％）
４９億５,６５６万円

公債費
（１５.８％）
４１億１,３４６万円

扶助費（７.１％）
１８億４,１６０万円

普通建設事業費
（１６.９％）
４４億０,１７２円

物件費
（１７.２％）

４４億８,１３２万円

繰出金
（１０.３％）

２６億９,２１１万円

補助費等（９.４％）
２４億６,７８８万円

その他（４.３％）
１１億０,５３５万円

教育費（１１.８％）
３０億６,８３０万円

商工費（１.９％）４億８,５３０万円

一般会計歳出

目的別性質別

消防費（３.４％）
８億７,１７０万円

▼

改
築
す
る
山
岡
小
学
校
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
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市民１人当たりの額

使われる金額納める市税の額

民生費

９５,４２２ 円

固定資産税

６０,８１２円

公債費

７２,８７９ 円

市民税

５２,００６円

衛生費

６７,０７７円

市たばこ税

５,５５５円

総務費

６１,４５８ 円

都市計画税

４,６８３円

土木費

６０,５５０  円

軽自動車税

２,１１１円

その他

１０７,３５７円

その他

８２１円

合計

４６４,７４３ 円

合計

１２５,９８８円

減
額
と
な
り
、
公
債
費
で
も
１
億
２
３
４

２
万
円
の
減
額
で
、
義
務
的
な
支
出
は
昨

年
度
よ
り
減
り
ま
し
た
が
、
支
出
全
体
の

　

・
９�
を
占
め
て
い
ま
す
。

４１
　

投
資
的
経
費
の
う
ち
普
通
建
設
事
業
の

補
助
事
業
は
、
滝
坂
ハ
イ
ツ
２
の
建
設
や

山
岡
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
な
ど
で
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
市
単
独
事
業

と
し
て
は
、
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業

な
ど
で
減
額
。
ま
た
林
道
大
沢
線
の
災
害

復
旧
費
が
減
額
な
ど
に
よ
り
、
総
額
で
約

６
億
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
、
投
資
及
び
出

資
金
で
は
人
工
透
析
施
設
整
備
事
業
が
完

了
し
た
こ
と
に
よ
り
大
幅
に
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
繰
出
金
も
大
幅
に
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
公
的
資
金
補
償
金
免

除
繰
上
償
還
が
昨
年
度
と
比
較
し
、
大
幅

に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

特集　２００９まちづくり

平成２１年度予算

※平成２１年１月１日現在の住民基本台帳と外国
人登録の人口、５６,０７４人で計算しています。

＜市民一人当たりに換算した約４６万５千円を、１カ月の家計に例えると＞
□収入

１人当たり
収入額　対応する予算項目項　　　　　　目

１２５,９８８円市税毎月の決まった収入
１６９,４１９円交付税、譲与税など親からの仕送り(※)

７２,０２７円分負担金、使用料、手数
料、国・県支出金事業収入

１８,１３６円繰入金、繰越金貯金の取り崩し、先月の繰越
１３,７４５円財産収入、諸収入などその他
６５,４２８円市債借入金
４６４,７４３円　　合　　　　　　計

【市民一人当たりの換算額を家計に例えると】

□支出
１人当たり
支出額　対応する性質別予算項目項　　　　目

３０４,９６５円人件費、物件費など（下記以外）家計費
７８,４９８円投資的経費施設建設費
７３,３５８円公債費ローンの返済
７,９２２円積立金、予備費その他

４６４,７４３円　　合　　　　　　計
※地方交付税などは本来地方自治体の固有の財源ですが、国から交付されますので、
親からの仕送りと表現しています

び
で
す
が
、
地
方
財
政
計
画
で
地
方
は
財

源
不
足
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
臨
時
財

政
対
策
債
を　

・
２�
増
の
、　

億
２
７

５５

１１

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

民
生
費
が
歳
出
全
体
の
２
割

　

一
般
会
計
の
歳
出
を
目
的
別
に
見
る

と
、
構
成
比
で
民
生
費
が　

・
５�
、
続

２０

い
て
公
債
費
が　

・
７�
。
民
生
費
は
、

１５

人
工
透
析
施
設
整
備
事
業
が
完
了
し
、
本

年
度
か
ら
市
透
析
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
し
ま

す
。
公
債
費
は
、
一
般
会
計
の
繰
上
償
還

額
が
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
合
併
特

例
債
の
元
金
償
還
が
本
格
的
に
始
ま
り
、

構
成
比
で
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
建
設
や
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
連
続
運
転

化
事
業
な
ど
で
、
大
き
く
増
加
。
総
務
費

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
が

ほ
ぼ
完
了
し
、
事
業
費
が
大
き
く
落
ち
て

い
ま
す
が
、
岩
村
町
、
明
智
町
ま
ち
並
み

整
備
事
業
、
山
岡
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
教
育
費
は
、

山
岡
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
の
開
始
に
よ

り
、
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
歳
出
総
額
２
６
０
億
６
千
万
円

は
、
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と　
４６

万
４
７
４
３
円
と
な
り
ま
す
。

人
件
費
が
１
億
９
千
６
百
万
円
減

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
義
務
的
経

費
で
は
、
人
件
費
が
１
億
９
６
０
６
万
円

7　2009.4.1

こんな事業を進めます
予算額事業の名称

３億２,９００万円防災行政無線のデジタル化更新事業
３億６,７３０万円上水道整備（笠置町、東野ほか）
２億４,０９０万円簡易水道整備（笠置町、岩村町ほか）
１億０,４００万円公共下水道奥戸処理区
３億１,５７０万円特定環境保全公共下水道（武並町、明智町ほか）
５億６,６６０万円一般廃棄物最終処分場建設事業
１億０,０００万円ごみ処理施設再整備事業
１,０００万円住宅用太陽光発電システム設置補助事業（新規）

１億３,０２０万円まちづくり交付金事業（岩村町、明智町、山岡町）

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
９２０万円少子化対策推進事業

１億８,１１０万円子ども福祉医療費助成事業
３００万円つどいの広場事業（新規）

５億５,５１０万円障がい者支援
４,６２０万円人工透析施設の運営（新規）
４３０万円健康増進法保健指導事業（新規）
３,４８０万円健康増進法健診事業（新規）
３５０万円医療情報連携システム導入調査研究事業（新規）

１億２,０００万円病院医療機器更新事業

≪主な事業≫
　

保
健
指
導
の
車
を
購
入
し
て
、
特
定
健

診
の
結
果
か
ら
腎
機
能
低
下
や
高
度
高
血

圧
の
方
を
中
心
に
、
個
別
訪
問
指
導
を
充

実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
新
た
に
節
目
ご
と
の

健
診
と
し
て
、　

・　

・　

・　

・　

歳

４０

４５

５０

５５

６０

の
方
を
対
象
に
、
特
定
健
診
か
ら
健
診
項

目
を
追
加
し
、
健
診
の
受
診
率
を
向
上
さ

せ
て
、
早
期
発
見
や
早
期
治
療
を
図
り
ま

す
。

　

少
子
化
対
策
で
は
、
保
護
者
が
仕
事
と

家
庭
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
支
援
す
る
、

緊
急
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
乳
幼
児
の
親
子
の

遊
び
場
を
、
岩
村
町
に
も
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
、
子
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
と
合
わ
せ

て
、
市
内
全
域
の
親
子
が
よ
り
近
く
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

病
院
事
業
で
は
、
医
療
情
報
連
携
シ
ス

テ
ム
導
入
調
査
研
究
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
患
者
の
情
報
を
Ｉ
Ｃ
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
救
急
隊
や
医
師
が
早
期
に
正
確
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
医
療
の
迅
速

な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
調
査
研
究
を

行
い
ま
す
。
ま
た
診
療
事
業
で
は
、
市
透

析
セ
ン
タ
ー
が
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

備
事
業
に
本
格
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
山

岡
町
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
を
実
施
し
ま
す
。

　

定
住
支
援
事
業
で
は
、
人
口
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

市
外
か
ら
の
転
入
者
の
定
住
を
促
進
す
る

た
め
に
、
助
成
金
と
新
築
住
宅
の
固
定
資

産
税
減
免
の
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
で
は
、
大
崎
浄
水
場
の
羽

白
配
水
池
を
、
現
在
の
２
倍
の
規
模
と
す

る
た
め
の
更
新
事
業
を
、
平
成　

年
度
に

２４

か
け
て
行
い
ま
す
。

　

２
カ
所
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
合
併
後

も
継
続
し
て
運
転
し
て
お
り
、
維
持
管
理

経
費
の
縮
減
や
二
酸
化
炭
素
の
削
減
が
遅

れ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
２
カ
所
の
施
設
を
エ
コ

セ
ン
タ
ー
恵
那
に
統
合
し
ま
す
。
ま
た
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事

業
を
創
設
し
、
ク
リ
ー
ン
な
市
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
で
は
、
国
の
助
成
制
度
を

活
用
し
た
岩
村
町
、
明
智
町
ま
ち
並
み
整

▼保健師による個別の保健指導

▲電線類などの地中化を進める岩村町の重伝建地区

健
や
か
で
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
（
健
康
・
福
祉
）

保
健
指
導
な
ど
に
よ
り
健
康
を
考
え
る
仕
組
み
を
充
実

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
全
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
を
開
始
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こんな事業を進めます
予算額事業の名称

２億１,７００万円恵那駅東南北街道踏切拡幅
６,０００万円恵那駅前広場再整備事業
３,９００万円国道１９号大崎交差点改良

２億７,２００万円まちづくり交付金事業恵那東地区
５,９２０万円国道１９号恵中拡幅
１,４００万円橋りょう長寿命化修繕計画の策定（新規）

１億２,４１０万円地籍調査事業
２億９,４８０万円滝坂団地建替事業

２７０万円明知鉄道沿線地域公共交通活性化・再生総合事業（新規）

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
１,４５０万円恵那市共通商品券発行事業
１,６９０万円第３期恵那テクノパーク造成事業

１億０,０００万円企業誘致対策事業
２,３９０万円観光ＰＲ活動の充実
３００万円農産物鳥獣被害対策事業
３３０万円恵那栗団地形成事業
１８０万円森林・木材教育推進事業（新規）
１４０万円間伐モデル林整備事業（新規）
２,０００万円森林整備地域活動支援事業

特集　２００９まちづくり

≪主な事業≫

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
で
は
、
恵
那

駅
東
の
南
北
街
道
踏
切
拡
幅
事
業
が
最
終

年
度
と
な
り
、
完
成
後
は
、
駅
を
中
心
と

し
た
南
北
交
通
の
利
便
性
や
安
全
が
確
保

さ
れ
ま
す
。
恵
那
駅
前
広
場
再
整
備
事
業

で
は
、
公
共
交
通
機
関
と
一
般
車
両
の
ス

ペ
ー
ス
の
入
れ
替
え
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
策
な
ど
を
実
施
し
、
恵
那
駅
利
用
者
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策
定

事
業
で
は
、　
�
以
上
の
橋
り
ょ
う
１
３

１５

１
橋
を
対
象
に
、
耐
震
補
強
や
長
く
使
用

す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
す
る
調
査
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

滝
坂
団
地
建
替
事
業
で
は
、
集
合
住
宅

　

戸
を
建
設
。
平
成　

年
度
か
ら
実
施
し

２１

１４

て
き
た
事
業
が
本
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

　

明
知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
活
性

化
・
再
生
総
合
事
業
で
は
、
鉄
道
の
行
き

違
い
設
備
の
効
果
検
証
の
調
査
や
、
沿
線

の
バ
ス
な
ど
と
連
携
し
た
公
共
交
通
マ
ッ

プ
の
作
成
、
広
報
周
知
活
動
な
ど
を
実
施

し
て
、
明
知
鉄
道
と
沿
線
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

大
を
図
り
ま
す
。

　

間
伐
モ
デ
ル
林
整
備
事
業
で
は
、
市
内

の
国
県
市
道
や
公
共
施
設
に
隣
接
す
る
ヒ

ノ
キ
や
ス
ギ
の
人
工
林
を
間
伐
モ
デ
ル
林

と
し
、
間
伐
に
よ
る
森
林
整
備
を
普
及
し

ま
す
。
ま
た
森
林
・
木
材
教
育
推
進
事
業

は
、
森
林
づ
く
り
講
座
や
木
工
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
の
開
催
を
通
じ
、
森
林
は
豊
か
な

水
と
緑
を
は
ぐ
く
み
、
自
然
環
境
を
保
全

す
る
な
ど
、
市
民
の
か
け
が
え
の
な
い
共

有
財
産
で
あ
る
こ
と
に
関
心
を
持
つ
こ
と

を
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
共
通
商
品
券
発
行
事
業
は
緊
急
経
済

対
策
の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
１
億
１
千

万
円
規
模
の
商
品
券
を
発
行
し
、
市
内
の

経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

第
３
期
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
造
成
事
業

は
、
全
体
面
積　

・
２�
の
う
ち
、
本
年

１１

度
完
成
す
る
予
定
の
２
区
画
分
６
・
４�

を
分
譲
開
始
し
ま
す
。

　

観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
で
は
、
名
古
屋
の
オ
ア

シ
ス　

で
行
わ
れ
る
物
産
展
へ
の
参
加
や

２１

総
合
ガ
イ
ド
の
発
行
、
大
正
百
年
プ
レ
記

念
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
交
流
人
口
の
拡

▼恵那駅東側の南北街道踏切拡幅事業

▲間伐を実施して太陽の光が差し込むヒノキ林

快
適
に
暮
ら
せ
る
便
利
で
美
し
い
ま
ち
（
都
市
・
交
流
基
盤
）

恵
那
駅
東
の
南
北
街
道
踏
切
拡
幅
事
業
の
最
終
年
度

活
力
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
（
産
業
振
興
）

緊
急
経
済
対
策
の
た
め
共
通
商
品
券
を
発
行

9　2009.4.1

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
７,０００万円地域自治区地域づくり推進事業

３億５,７５０万円地域振興基金積み立て
１,０００万円放送事業運営事業
７０万円男女共同参画プランの推進
８９０万円市民との協働　まちづくり市民活動推進事業
６６０万円国際交流推進事業
５２０万円総合計画後期計画策定
３５０万円市制５周年記念事業
４６０万円農林業センサス

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
２００万円市民三学運動啓発事業（新規）
５,２６０万円岩村城下まちなみ保存事業

３億３,０２０万円山岡小学校校舎改築事業
９４０万円読書活動推進事業
２０万円小規模教育の検討（新規）

２,８７０万円少人数指導教育推進事業
４,１７０万円地区公民館改修事業
２４０万円総合型地域スポーツクラブ推進事業
１５０万円国民体育大会弓道競技開催地対策経費（新規）

　

市
民
三
学
運
動
啓
発
事
業
は
、
佐
藤
一

斎 
翁 
が
説
い
た
三
学
戒
の
教
え
に
ち
な

お
う

み
、
市
民
三
学
塾
の
開
催
や
生
涯
学
習
都

市
宣
言
を
行
い
ま
す
。

　

教
育
施
設
の
整
備
で
は
、
山
岡
小
学
校

校
舎
改
築
工
事
を
、
本
年
度
か
ら
２
カ
年

に
わ
た
り
実
施
し
ま
す
。
ま
た
昨
年
度
か

ら
の
繰
越
事
業
と
し
て
、
大
井
小
学
校
屋

内
運
動
場
改
築
工
事
と
山
岡
小
学
校
屋
内

運
動
場
改
築
工
事
、
中
野
方
小
学
校
耐
震

補
強
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
。
山
岡
小

学
校
校
舎
が
完
成
す
る
と
、
市
内
の
幼
稚

園
と
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
は
、　
�
と

９４

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
残
り
の
学
校
に
つ

い
て
も
実
施
設
計
を
行
い
、
早
期
に
１
０

０�
の
耐
震
化
率
に
な
る
よ
う
事
業
を
進

め
ま
す
。

　

読
書
活
動
推
進
事
業
と
し
て
、
本
年
度

も
小
中
学
生
に
１
人
１
冊
の
図
書
購
入
を

行
い
学
校
図
書
室
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

第　

回
国
民
体
育
大
会
「
ぎ
ふ
清
流
国

６７

体
」（
平
成　

年
）
に
向
け
た
実
行
委
員
会

２４

設
置
を
行
い
ま
す
。
開
催
す
る
場
所
は
、

ま
き
が
ね
公
園
で
す
。

地
域
自
ら
の
地
域
活
動
に
、
必
要
な
資
金

の
積
み
立
て
で
あ
る
地
域
振
興
基
金
。
こ

の
基
金
を
本
年
度
末
に
は
、　

億
２
千
万

２１

円
と
し
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、
平
成　

年
度
か
ら
の
５

１８

カ
年
間
を
前
期
計
画
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
か
ら
は
、
後
期
と
な
る
平

成　

年
度
以
降
の
５
カ
年
間
の
計
画
を
策

２３
定
し
ま
す
。

　

５
年
ご
と
に
調
査
し
て
い
る
農
林
業
セ

ン
サ
ス
を
、
平
成　

年
２
月
現
在
の
調
査

２２

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
は
、

ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
告
知

放
送
受
信
機
の
設
置
を
行
い
ま
す
。
放
送

事
業
運
営
事
業
で
は
、
告
知
放
送
や
自
主

放
送
番
組
制
作
を
引
き
続
き
実
施
し
、
充

実
し
た
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
、　

の
地
域
自
治
区

１８

１３

で
展
開
さ
れ
て
い
る
地
域
自
治
区
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
は
、
引
き
続
き
地
域
の
発

展
、
活
性
化
の
た
め
の
活
動
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
ま
た
歴
史
や
文
化
、
伝

統
、
自
然
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た

▼大井文楽を学ぶ三郷町の子どもたち

▲大井町まちづくり協議会の地域防犯パトロール隊

思
い
や
り
と
文
化
を
育
む
人
づ
く
り
の
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

市
民
三
学
運
動
を
推
進
し
て
生
涯
学
習
都
市
を
目
指
す

健
全
で
心
の
通
っ
た
協
働
の
ま
ち
（
市
民
参
画
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
を
活
用
し
た
情
報
提
供
の
充
実
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コ
ピ
ー
は
振
興
事
務
所
で
も

　

申
請
書
の
裏
面
に
は
、
通
帳
か
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
を
張
り
付
け
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
通
帳

は
表
紙
を
開
い
て
、
金
融
機
関
名
や
口
座

番
号
、
カ
ナ
表
記
の
口
座
名
義
人
が
記
載

さ
れ
て
い
る
部
分
で
す
。

　

こ
れ
は
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
口
座

番
号
や
名
義
が
一
字
で
も
間
違
っ
て
い
る

と
、
同
時
に
振
り
込
み
手
続
き
を
す
る
ほ

か
の
人
の
分
も
含
め
て
、
振
り
込
み
作
業

全
体
が
や
り
直
し
に
な
り
、
口
座
へ
の
入

金
が
遅
れ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。
ご
面
倒

で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
世
帯
主
以
外
の
代
理
の
方
が
申
請

し
、
代
理
の
方
の
口
座
に
振
り
込
み
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
通
帳
な
ど
の
コ
ピ
ー

の
ほ
か
、
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
顔
写
真
の
付
い
た
も

の
（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

な
ら
１
点
、
写
真
の
な
い
も
の
（
健
康
保

　

定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
書
を
、
３
月　

日
か
ら
郵
送
し
始

２７

め
ま
し
た
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
万
一
、
届
い
て
い
な
い
ご
家
庭

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
郵
送
に
よ
る
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
同
封
の
記
載
要
領
を
参

考
に
申
請
書
に
記
入
し
、
市
役
所
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
郵
送
が
原
則
で

す
が
、
市
役
所
か
各
振
興
事
務
所
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
な

お
、
給
付
金
な
ど
の
振
り
込
み
は
、
４
月　

日
か
ら
順
次
行
い
ま
す
。

２４

□
問
い
合
わ
せ　

定
額
給
付
金
等
対
策
推
進
本
部
（
内
線
５
５
１
・
５
５
５
）

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

おお
早早
めめ
にに
申申
請請
をを

口口
座座
振
込
振
込
はは
４４
月月　

日日
かか
らら

２４２４

○

×
通帳コピーの添付を

通帳の表紙ではカタカナ氏名が
ありませんので、不十分です。

このページをコピー
してください通帳を開いて

険
証
･
介
護
保
険
証
・

年
金
手
帳
・
学
生
証
な

ど
）
な
ら
２
点
の
コ

ピ
ー
を
、
申
請
書
の
裏

面
に
張
っ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

書
類
の
コ
ピ
ー
は
、

市
役
所
東
側
の
会
議
棟

や
各
振
興
事
務
所
で
も

無
料
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

11　2009.4.1

の
申
請
を
ま
と
め
て
、
お
お
む
ね
１
週
間

ご
と
の
サ
イ
ク
ル
で
振
り
込
み
作
業
を
繰

り
返
し
ま
す
。

現
金
給
付
の
た
め
の
窓
口
は

　

金
融
機
関
に
口
座
の
な
い
方
な
ど
を
対

象
に
、
現
金
で
支
給
す
る
窓
口
を
５
月
１

日�
か
ら
開
設
し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方

は
、
申
請
書
の
「
現
金
に
よ
る
支
給
を
希

望
」
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
後
、
市
か
ら
送
付
す
る
交

付
決
定
通
知
書
に
書
か
れ
た
日
に
、
交
付

決
定
通
知
書
と
認
印
、
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
場
は
市
役
所
東

側
の
会
議
棟
の
み
で
、
各
振
興
事
務
所
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
金
給
付
は
、
申
請
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
い
た
そ
の
場
で
、
現
金
を
お
渡
し
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ

め
、
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
公
金
の
支
出
に
当
た
っ

て
は
事
前
に
意
思
決
定
が
必
要
な
た
め
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
現
金
給
付
も
申
請
後

あ
る
程
度
の
時
間
を
要
し
ま
す
。

２
月
２
日
以
降
の
転
入
者
は

　

２
月
２
日
以
降
に
、
世
帯
全
体
で
恵
那

市
へ
転
入
さ
れ
た
世
帯
に
は
、
前
住
所
地

の
自
治
体
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
書

の
届
く
時
期
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
の
で
、
前
住
所
地
の
自
治
体
へ
お
尋

窓
口
受
付
は
４
月
６
日
か
ら

　

申
請
書
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
（
切

手
不
要
）
に
よ
り
、
郵
便
で
返
送
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
し
に
来
た

つ
い
で
に
窓
口
で
申
請
し
た
り
、
申
請
書

の
書
き
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る
方

の
た
め
に
、
窓
口
で
の
申
請
も
受
け
付
け

ま
す
。
４
月
６
日�
か
ら
、
市
役
所
東
側

の
会
議
棟
と
各
振
興
事
務
所
が
会
場
と
な

り
ま
す
。

　

申
請
書
の
書
き
方
の
相
談
な
ど
も
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
申
請
し
た
そ
の
場
で
給

付
金
な
ど
を
お
渡
し
す
る
こ
と
は
で
き
ま

ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
世
帯
構
成
員
の
み
で

転
入
さ
れ
た
場
合
も
、
前
住
所
地
の
世
帯

主
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
の
場
合

も
、
恵
那
市
か
ら
は
給
付
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
は
９
月　

日
ま
で

２８

 　

定
額
給
付
金
、
子
育
て
応
援
特
別
手

当
と
も
、
申
請
期
限
は
、
申
請
受
付
開
始

か
ら
６
カ
月
間
で
す
。
当
市
の
場
合
、
９

月　

日�
が
申
請
期
限
で
す
。
期
限
を
過

２８
ぎ
る
と
、
給
付
金
な
ど
を
辞
退
さ
れ
た
も

の
と
み
な
し
、
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
お
早
目
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

せ
ん
。

振
込
は
申
請
後
４
週
間
ほ
ど

　

定
額
給
付
金
や
子
育
て
応
援
特
別
手
当

は
、
申
請
書
に
記
入
さ
れ
た
金
融
機
関
の

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

実
際
に
口
座
に
入
金
さ
れ
る
の
は
、
申

請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
４
週

間
ほ
ど
後
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
短
期

間
に
振
り
込
み
業
務
が
集
中
す
る
こ
と

と
、
口
座
番
号
や
名
義
な
ど
の
確
認
作
業

が
必
要
な
た
め
で
す
。
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

　

初
回
は
、
４
月
３
日
ご
ろ
ま
で
に
届
い

た
申
請
分
を
ま
と
め
て
、
４
月　

日
ご
ろ

２４

振
り
込
む
予
定
で
す
。
以
後
、
１
週
間
分

定額給付金だより№２

  「
振
り
込
め
詐
欺
」 に
ご
注
意

　

申
請
書
の
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ

た
場
合
、
市
役
所
か
ら
問
い
合
わ
せ
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
役
所
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
市
役
所
が
、

「
定
額
給
付
金
」
な
ど
の
給
付
の
た
め

に
、
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め

る
こ
と
も
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
不
審
な
電
話
な
ど
が
か
か
っ

て
き
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
市
役
所
の
窓

口
か
警
察
署
（�
２
６
―
０
１
１
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲なるべく郵送での申請をお願いします
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　市観光大使嶺陽子さんの「皿山情

話」「ソウダニくしはら」の新曲発表

があります。ほかにも山本さゆりさ

ん・並木ちよ子さんの歌謡ショー、

カラオケ大会、串原特産品バザー、

景品付きもち投げなどがありますの

で、ぜひ、お出掛けください。

□とき　４月１２日�午前１１時２０分～

午後３時（雨天中止）

□ところ　奥矢作ダム大野公園

□問い合わせ　串原振興事務所�

５２-２１１１

　２００８年第７回東京国際和太鼓コン

テスト大太鼓部門で最優秀賞に輝い

た、加藤拓三さんの受賞報告コン

サートと大太鼓ワークショップを開

催します。

　加藤さんが作曲した「おばあちゃ

んのぬくもり」という作品が最優秀

賞となり、家族や仲間、ふるさとへ

の感謝の気持ちを込め演奏します。

□とき　４月１１日�午後７時～（開

場午後６時～）、１２日�午後２時～

（開場午後１時～）　�ワークショッ

プ＝４月１２日�午前１０時～、１１時～

□ところ　明智かえでホール

□入場料　前売り券３,０００円（当日券

３,５００円）※チケットは明智かえで

ホール、恵那文化センターなどで販

売しています

□問い合わせ　教育委員会文化課�

４３-２１１２（内線２１５）

　交通事故、詐欺、脅しなどの犯罪

の被害に遭い、警察や検察庁に訴え

たが、検察官がその事件を起訴して

くれない。このような不満をお持ち

の方は検察審査会にご相談くださ

い。相談や申し立てについての費用

は一切無料で、秘密は固く守られま

す。検察審査会では、選挙権を有す

る一般国民の中から｢くじ｣で選ばれ

た１１人の審査員が、検察官が起訴し

なかったことの善しあしを審査しま

す。

□問い合わせ　岐阜地方裁判所多治

見支部内多治見検察審査会事務局�

０５７２-２２-０６９８、選挙管理委員会事務

局（内線３２０・３２１）

　ＰＴＡや子供会などの団体が行う

資源回収に対し、回収量に応じた奨

励金を交付しています。

　制度を利用するには、年度ごとに

団体登録が必要です。

□補助額　古紙・古布の収集量１�

当たり５円

□申し込み・問い合わせ　環境課（内

線１８３・１８５）、各地域振興事務所

　家庭から出る生ごみの家庭内処理

を推進するため、生ごみ処理機（機

械式）の購入補助金を交付します。

□補助額　購入費の半額（上限２万

円）

□添付書類　生ごみ処理機の保証書

（写）、領収書（原本）

※各世帯１回限りの補助金です

□申し込み・問い

合わせ　環境課

（内線１８３・１８５）、

各地域振興事務

所

　厚生労働省と独立行政法人高齢・

障害者雇用支援機構は、高齢者が能

力や経験を充分に生かして働ける企

業などの雇用体制の事例や、７０歳ま

で働ける先進的な仕組みなどを募集

しています。最優秀賞には３０万円、

優秀賞には２０万円が記念品と一緒に

贈られます。詳細はお問い合わせく

ださい。

□応募資格　高年齢者雇用確保措置

をしている企業や事業所

□締め切り　５月１１日�

□申し込み・問い合わせ　岐阜労働

局職業対策課�０５８-２６３-５５６３、ハ

ローワーク恵那�２６-１３４１

　水道のメーターの取り外しや検

針、水道料金の集金などを行う水道

業務員を募集します。

□募集人員　１人

□採用予定　５月１日�

□応募資格　６２歳未満（４月１日現

在）で、普通自動車か普通自動二輪

車の運転免許を有していること

□勤務条件　�賃金＝月額１５～１８万

円（経費含む）�勤務日数＝月に２２

日前後

□申込方法　水道課へ履歴書を提出

□その他　保証人が必要です。

□締め切り　

４月１５日�

□問い合わせ

水道課（内線

１６２）

　７月１日現在で行われる、経済セ

ンサスの統計調査員を募集します。

□応募資格　２０歳からおおむね７５歳

までの健康な方（統計調査未経験者

でも結構です）

□職務内容　担当調査区域を巡回

し、対象事業所へ調査票の配布・回

収・点検を行います。６月ころに説

明会を開催し、７月中旬まで活動し

ていただきます。

□報酬　４～６万円程度（担当地域、

業務量によって異なります）

□締め切り　４月１７日�まで

□申し込み・問い合わせ　企画課（内

線３３１）

案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案 内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内案 内
サクラ咲く、演歌の花道、奥矢作
奥矢作さくらまつり

生ごみ処理機の購入を
補助します

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募 集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集募 集

平成２１年度
集団資源回収団体登録

平成２１年度高齢者雇用
開発コンテスト

水道業務員

経済センサス基礎調査
統計調査員

国際和太鼓コンテスト最優秀賞
受賞報告コンサート

検察審査会にご相談を
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　農地の相続税納税猶予を受けてい

る方には、「納税猶予ノート」をお配

りしています。

　「納税猶予ノート」は毎年、納税猶

予の対象となっている農地の利用状

況などを記載していただき、納税猶

予の特例を受けていることを確認し

ていただくためのものです。

　相続税の納税猶予制度について、

不明な点などがありましたら、お問

い合わせください。

□問い合わせ　中津川税務署個人課

税第一部門資産税担当�０５７３-６６-

１２０２

　ねんきん特別便について、年金加

入記録に記載漏れや誤りがないか十

分に確認した上で、間違いなどがあ

る場合も、ない場合も必ず回答をお

願いします。

　ねんきん特別便が届いていない場

合や、紛失された方へは、再送付し

ますので、電話でお問い合わせくだ

さい。

□受付　月～金曜日午前９時～午後

８時、第２土曜日午前９時～午後５

時

※ねんきん特別便か基礎年金番号が

分かるものを用意の上、お電話くだ

さい

□問い合わせ　ねんきん特別便専用

ダイヤル�０５７０-０５８-５５５

　申請をする年度か前年度に、退職

や失業の事実がある場合、特例免除

を受けられます。

□手続きに必要なもの　年金手帳ま

たは基礎年金番号の分かるもの（納

付書など）、認印（本人が署名する場

合は不要）、失業していることを確

認できる公的機関の証明の写し（雇

用保険受給資格者証、離職票など）

※国民年金には追納という制度があ

り、１０年以内なら免除を受けた期間

の保険料を納めることができます

□申し込み・問い合わせ　市民課年

金係（内線１４４・１４５）、南部５振興事

務所住民課

□とき　４月２６日�

□ところ　県土岐少年自然の家周辺

□定員　６０人

□参加費　�小学生以上＝１,０００円、

�未就学児＝８００円

□内容　山菜採りなどの野外活動と

木の葉や小枝を使った自然工作

□締め切り　４月１３日�

□申し込み・問い合わせ　県土岐少

年自然の家�０５７２-５４-４５２７

農地の相続税納税猶予
猶予ノートで確認を

案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案 内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内案 内

「ねんきん特別便」
回答はお済みですか

国民年金保険料
退職や失業による免除

土岐少年自然の家
新緑ウォッチング

　重度の障がいのある方に、タク

シー基本料金の助成を行います。

□助成内容　１人当たり年間１冊

（４８枚つづり）乗車１回につき基本料

金相当額を助成

□利用期間　４月１日から翌年３月

３１日まで

□対象　①身体障害者手帳１、２級

の手帳所持者　②じん臓機能障がい

１級から３級で人工透析のため定期

的な通院を必要と する方　③療育

手帳Ａ判定の手帳所持者　④精神障

害者保健福祉手帳１級の手帳所持者

※①③④の方について、自動車税の

減免を受けている方は対象となりま

せん

□持ち物　印鑑、該当する手帳

□申し込み・問い合わせ　社会福祉

課（内線１３４）、南部５振興事務所

重度障がい者
福祉タクシー利用券を交付します

　市では、行財政改革審議会委員を

募集します。この委員は、平成17年

度に策定した行財政改革大綱と行動

計画を、市民の目線で進行管理し、

一層の行財政運営の改善に対するご

意見をいただくものです。

　一緒に市の行財政運営について考

えてみませんか。

□資格　１８歳以上で市内在住の方。

市のほかの審議会など委員になって

いない方。 

□募集人数　１人

□報酬　市の規定による

□任期　委嘱の日（５月予定）から

平成２３年３月３１日まで 

□締め切り　４月２０日�

□応募方法　封書、電子メールで住

所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番

号、職業、「恵那市の将来のため今行

うべきこと」（４００字程度）を明記し、

企画課へ提出ください。 

□選考方法　レポートの内容などを

総合的に考慮し、選考します。

□その他　結果は応募者全員にお知

らせします。

□問い合わせ　企画課（内線３３２）� 

info@city.ena.gifu.jp

市行財政改革審議会委員を募集します
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国民健康保険への加入や減免など、手続きをお忘れなく

□社会保険などの資格がなくなる方

は国民健康保険へ加入ください

　退職などの理由で職場の社会保険

など、健康保険の資格がなくなる方

（任意継続される方・被扶養者となる

方を除く）は、必ず国民健康保険へ

加入してください。　

　また７５歳以上の方が社会保険など

から後期高齢者医療制度に移行した

場合、その扶養に入っていた方は、

社会保険などの資格がなくなります

（旧被扶養者）。後期高齢者医療制度

に移行する前の７４歳までの方は国民

健康保険に加入するなどして、無保

険となる期間がないよう注意してく

ださい。

□旧被扶養者の保険料を減免します

　後期高齢者医療制度には「扶養」

という考え方がないため、新たに国

民健康保険に加入する旧被扶養者

は、保険料を納めることになりま

す。その配慮措置として、加入日か

ら２年間、国民健康保険料が減免

（割引）されます（６５歳から７４歳の方

に限る）。

　対象者は、申請により次の減免内

容が適用されます。

①旧被扶養者にかかる所得割と資産

割額について、所得や資産の状況に

かかわらず、これが免除されます。

②旧被扶養者にかかる被保険者均等

割額は半額になります。

③旧被扶養者のみで構成される世帯

に限り、旧被扶養者の属する世帯に

かかる世帯別平等割額について、半

額になります。

※②③で、旧被扶養者の属する世帯

が、その所得により７割軽減に該当

する世帯である場合は、７割軽減が

優先して適用になります

　それまで加入していた社会保険な

どの保険者（保険証の発行元）から、

該当者に、旧被扶養者に該当する旨

を記載した資格喪失連絡票が発行さ

れます。国民健康保険の加入手続き

の際には、この連絡票を必ず持参し

てください。

□学生は保険証を別にできます

　修学のため別に住所を定めるとき

は、保険証を別にすることができま

す。保険証と印鑑、在学が証明でき

るものをお持ちください。

�在学を証明できる書類

①学生証（コピー可）

②在学証明書（コピー可）

③当該年度の学費の納入にかかる領

収書など

□高齢受給者証を送付しました

　現在、７０歳から７４歳の方の医療機

関での自己負担割合（２割）を１割

に据え置く措置を、平成２１年４月か

ら平成２２年３月までの１年間延長さ

れます。『２割（平成２１年７月３１日ま

では１割）』と記載された新しい高齢

受給者証を、３月下旬に送付しまし

たのでご確認ください。

　有効期限が７月３１日までであるた

め、８月以降については、前年の所

得を元に新年度の負担割合の再判定

を行ってから、７月下旬に送付する

予定です。

　なお現役並み所得者の方で、すで

に３割負担をいただいている方は変

更ありません。現在お持ちの高齢受

給者証をそのままお使いください。

□自己負担限度額は据え置かれます

　７０歳～７４歳の方（一般所得世帯）

の医療費が高額になった場合の自己

負担限度額が、平成２１年４月から引

き上げられる予定でしたが、平成２１

年４月～平成２２年３月まで据え置か

れます。

□４月中旬に国民健康保険料を通知

　本年度の国民健康保険料（４月～

７月仮算定分）は、４月中旬に発送

します。ご確認をお願いします。

□問い合わせ　市民課保険係（内線

１４６・１４８）

市総合計画
後期計画策定部会メンバーを公募します
　市総合計画後期計画（平成２３～２７

年度）に市民の皆さんの意見を反映

させるため、部会のメンバーを募集

します。

　部会では、総合計画後期計画素案

を作成するため、３つの部会を設け

後期計画づくりを進めます。まちづ

くりに関心のある多くの皆さんのご

応募をお待ちしています。

□資格　まちづくりに関心のある方

□定員　２０人程度

□任期　５月から２年間

□部会の種類　①健康福祉・生活環

境部会　②都市交流基盤・産業振興

部会　③教育文化・市民参画部会

□締め切り　４月２４日�

□報酬　市の規定による委員報酬

（日額３,０００円）

□申込方法　①住所②氏名③年齢④

電話番号（昼間、夜間それぞれの連

絡先）⑤職業⑥勤務先⑦参加したい

部会名⑧応募理由―を明記の上、郵

送か市公式ウェブサイトから、お申

し込みください。

□選考方法　応募多数の場合は抽選

により決定します。（結果は応募者

全員にお知らせします）

□申し込み・問い合わせ　〒５０９-

７２９２（住所不

要）企画課（内

線３３０）

□市公式ウェ

ブサイト　　

http://www.ci

ty.ena.lg.jp/

15　2009.4.1

恵那駅東側踏み切り工事について
子どもたちの安全のため、指定した 迂  回 路の利用をお願いします

う かい

　現在進めている恵那駅東側の踏み

切り（寺平的ヶ屋敷線南北街道踏切）

の拡幅工事のため、交通規制をして

おり、ご迷惑をお掛けしています。

　交通規制に伴う 迂  回 路は下の地図
う かい

の通りです。

　指定の 迂  回 路以外の道では、特に
う かい

朝夕は通学などで、多くの子どもた

ちが歩いています。

　大変ご不便をお掛けしますが、指

定した 迂  回 路をご利用いただくよう
う かい

ご協力をお願いします。

□問い合わせ　まちづくり事業課

（内線２３３）

長島小学校

市役所

恵那文化
センター

恵那駅

工事箇所

郵
便
局

中央自動車道

至
瑞
浪
市

至
中
津
川
市

迂回路

阿
木
川

市外から転入し、新築住宅を取得した方
固定資産税を半額減免と、２５万円の奨励金を交付します
　市は、新たに定住支援事業を創設

しました。市内に新築住宅を取得

し、市外から転入した方を対象に、

固定資産税の減免と定住促進奨励金

を交付します。

□対象条件　①平成２１年１月２日～

平成２４年１月１日までに完成した新

築住宅を取得した方　②平成２１年１

月２日以降に市内に住民登録した方

で、市に住民登録をする以前３年間

以上、市内に住所を有していないこ

と　③市税などの滞納がないこと　

―など

□固定資産税減免額　１２０平方�以

下の部分に課せられる固定資産税の

１/２を３年間減額

□定住促進奨励金　２５万円（義務教

育以下の世帯員がいる場合、１人に

つき５万円を加算）

※対象条件など詳細はお問い合わせ

ください

□問い合わせ　企画課（内線３３１）
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　ボーイスカウト恵那第一団では、一緒に活動す

る仲間を募集しています。みんなで仲良く自然の

中で、人としての社会のルールを仲間と一緒に身

に着けませんか。今回は、体験入隊として簡単な

ゲームを行います。

□とき　４月２６日�午前１０時～午後１時半

□ところ　恵那第一団団室（二葉会館隣・大井町）

□対象　平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生

まれの子

※昼食は軽食を用意します。雨天決行

□申し込み・問い合わせ　西山さか江�２６-０２０３

　花見を一緒にしませんか。

□とき　４月１４日�午前１０時～午後２時

□ところ　露木淳子の庭（大井町）

□問い合わせ　露木淳子�２６-２６６０

　認知症でも安心して暮らせるまちづくりを目指

しています。出前講座にも登録し、地域の皆さん

に認知症の人を理解していただく活動を行ってい

ます。興味のある方は、ご連絡ください。

□とき　毎月第２水曜日　午後７時～

□ところ　�偶数月＝市共同福祉会館１階会議室

�奇数月＝「こぎつねの森」１階（ケアセンター

「憩いの里」いわむら裏）

□内容　例会、学習会、寸劇・健康体操の練習など

□申し込み・問い合わせ　永石�０９０-１４１６-７１６５、三

田�０９０-８４７５-２５５３

【はじめてのパソコン講座】

□とき　５月５日�、１２日�、１９日�、２６日�午前

９時半～１１時半

□内容　文字入力やマウス、キーボードの使い方

など、パソコンの基本操作を丁寧に説明します。

□講座経費　５５０円（別途テキスト代９００円）

【Ｅｘｃｅｌ入門講座】

□とき　５月１４日�、２１日�、２８日�、６月４日�

午後１時～３時

□内容　Excel２００２を使用し、基本的な操作から表

計算機能とグラフ機能を実践に即して学びます。

□講座経費　５５０円（別途テキスト代１,２３９円）

※ＵＳＢフラッシュメモリを８８０円で購入いただく

か、持参してください

●共通

□ところ　恵那文化センター視聴覚室 

□定員　１８人（定員になり次第締め切り）

□申込み　４月１０日�午前１０時から開講日前日ま

で電話で受け付け。初めて受講する方は、４月２７

日�までに申し込めば優先されます。再受講者の

受講の可否は、４月２８日�以降に連絡します。

□問い合わせ　パソコンサポートクラブ�０９０‐

４２６５-９７２７、�info＠psc.enat.jp　

パソコンサポートクラブ
５月期講座のご案内

　

公
共
新
聞
な
ど
の
「
お
く
や
み
欄
」

に
つ
い
て
、
東
濃
地
区
、
特
に
恵
那
市
・

中
津
川
市
は
、
休
祭
日
は
ほ
と
ん
ど
告

知
さ
れ
な
い
。
多
分
、
勤
務
時
間
な
ど

の
関
係
で
申
し
合
わ
せ
事
項
に
な
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
遅
れ
て
知

る
こ
と
に
よ
り
礼
を
失
す
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
ご
一
考
願
え
ま
せ
ん

か
。

（
宮
嶋
さ
ん
・
長
島
町
）

　
「
お
く
や
み
欄
」
へ
の
掲
載

は
、
市
民
の
方
か
ら
の
申
し
出

に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
掲
載
に
当
た
っ

て
は
、
正
確
な
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
住
所
・
氏
名
は
戸
籍
と
住
民
情
報

を
確
認
し
た
上
、
新
聞
社
に
連
絡
し
て

い
ま
す
。

　

土
日
・
祝
日
に
届
け
出
が
あ
っ
た
場

合
は
、
休
み
明
け
に
戸
籍
の
担
当
者
が

確
認
を
行
い
、
当
市
に
戸
籍
が
無
い
方

新
聞
紙
の
「
お
く
や
み
欄
」

へ
の
掲
載
は

父子家庭の祖父母会

ボーイスカウト隊員募集
体験入隊「体験ＤＡＹ」

認知症サポーター０８の会
「認知症」 を勉強しませんか

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイベントや各種募集などを市内に周知するためのコーナーです。
（営利目的・宗教・政治に関する掲載はできません）□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報広聴係�２６-２１１１（内線３１４）

17　2009.4.1

【明知鉄道沿線ウオーキング】

□とき　４月１６日�岩村～極楽、５月２１日�山岡

～明智、６月１８日�飯沼～東野、７月１６日�野志～

岩村、８月２０日�飯羽間～阿木、９月１７日�極楽～

恵那、１０月１５日�阿木～岩村、１１月１９日�極楽～花

白、１２月１７日�東野～恵那　

※明知鉄道恵那駅午前９時２８分発乗車のウオーキ

ングスタート駅到着時刻が集合時刻

□参加費　無料（交通費は実費）

【ＮＥＮＯＷＡＹ　ＷＡＬＫ】

□とき　４月２日�、５月７日�、６月４日�、７

月２日�、８月６日�、９月３日�、１０月１日�、

１１月５日�、１２月３日�

※根の上高原芝生広場ステージに午前９時半集合

（４月のみ）

□参加費　�初回参加者＝１０００円　�次回以降＝

５００円

●共通

□問い合わせ　ゆーす・れくサークル（赤尾袈夫）�

０５７３-６５-３５３４

　明知鉄道に自転車を乗せて沿線の駅で下車し、

自然の中を約３５～５０㌔ サイクリングで楽しみます。

□とき　４月１１日�、５月９日�、６月１３日�、７

月１１日�、８月８日�、９月１２日�、１０月１０日�、

１１月１４日�

※明知鉄道恵那駅前に午前９時集合

□申し込み・問い合わせ　チャリンコ列車事務局�

０５７３-６５-３５３４、http://cycletrain.web.fc２.com/

【１５００体の土びな群顔見せ】

　甘酒やからすみのサービスを行います。

□とき　４月１２日�まで　午前９時～午後５時

□ところ　明智文化センター

【土びなもちつき大会】

□とき　４月５日�午前１０時半、正午、午後１時半

□ところ　旧三宅家（大正ロマン館の奥）

●共通

□問い合わせ　日本大正村役場�５４-３９４４

　フォトコンテストも同時開催します。

□とき　４月１２日�午前８時～午後１時

□ところ　岩村城址周辺（岩村城本丸集合。雨天中

止）

□参加費　１,０００円（当日支払い。昼食代含む）

□持ち物　デジタルカメラ

□締め切り　４月１０日�

□申し込み・問い合わせ　フォトクラブアクア事務

局　〒５０９-７４０１岩村町飯羽間２６３９-１�４３-００７５、

�４３-００７６、�mizucafe@iw.vrtc.net

明知鉄道沿線と根の上を散策
ウオーキング

に
つ
い
て
は
、
該
当
市
町
村
へ
電
話
に

よ
る
確
認
を
し
た
後
、
新
聞
社
に
連
絡

し
て
い
ま
す
。

　

恵
那
市
は
合
併
に
よ
り
、
死
亡
届
の

受
付
を
本
庁
の
ほ
か
各
振
興
事
務
所
で

も
行
っ
て
い
ま
す
。
閉
庁
日
と
な
っ
て

い
る
土
曜
日
は
、
市
職
員
が
日
直
業
務

と
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以

外
の
日
曜
日
と
祝
日
に
つ
い
て
は
、
管

理
公
社
に
日
直
を
委
託
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
振
興
事
務
所
か
ら
の
個
人
情

報
の
取
り
ま
と
め
な
ど
、
新
聞
社
に
連

絡
を
す
る
事
務
ま
で
委
託
で
き
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
恵
那
市
は
、
死
亡
届
に
親
族
の

方
が
来
ら
れ
る
場
合
が
少
な
く
、
自
治

会
の
方
に
よ
る
届
け
出
が
多
い
と
い
う

こ
と
や
、
死
亡
者
の
市
外
施
設
入
所
者

の
住
所
、
氏
名
の
確
認
に
手
間
取
っ
て

い
る
事
情
も
あ
り
ま
す
。

　

掲
載
を
行
っ
て
い
る
他
市
で
は
、
死

亡
届
の
受
け
付
け
を
本
庁
の
み
と
し
、

家
族
が
記
入
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
新

聞
社
に
送
付
す
る
方
法
で
行
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
他
市
と
の
状
況
が

違
っ
て
い
る
た
め
、
掲
載
が
遅
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
意
見
を
踏
ま

え
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
市
民
課
）

チャリンコ列車運行計画２００９

サクラ咲く岩村城址撮影会

日本大正村
第２１回土びなまつり
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吉  
田   
宏  
子 
さ
ん 

よ
し 

だ 

ひ
ろ 

こ
大
井
町
野
畑
３
・　

歳
５３

�
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�
�
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�
�

�
�
�
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健
康
・
福
祉
・
介
護
―
。
人
が
生
き
て
い

く
上
で
、
必
ず
か
か
わ
り
を
持
つ
も
の
。

　

吉
田
宏
子
さ
ん
は
、
平
成
６
年
か
ら
健

康
体
操
や
健
康
づ
く
り
活
動
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
る
。

　
「
身
体
を
動
か
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
を
す
る
の
が
理
想
。
子
ど
も
か

ら
年
配
の
方
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に

合
っ
た
運
動
が
必
ず
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　

吉
田
さ
ん
は
大
学
時
代
、
ダ
ン
ス
を
専

攻
し
て
表
現
力
を
学
習
。
ま
た
体
育
と
国

語
の
教
員
免
許
を
取
得
し
、
結
婚
す
る
ま

で
長
野
県
の
高
校
で
教
師
を
し
て
い
た
。

　
「
運
動
の
中
で
、
わ
た
し
は
球
技
が
苦

手
。
け
れ
ど
、
体
操
は
体
力
と
健
康
の
維

持
に
な
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
み
ん
な

で
行
う
こ
と
で
、
一
緒
に
頑
張
る
意
欲
が

わ
き
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
互
い
に
表
現
し

合
う
楽
し
さ
が
、
続
け
る
力
に
つ
な
が
り

ま
す
」
と
、
自
信
の
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

結
婚
後
、
ご
主
人
の
転
勤
で
岡
崎
市
へ

移
っ
た
吉
田
さ
ん
は
、
子
育
て
の
傍
ら
愛

知
県
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
資
格
を
取

得
し
、
健
康
運
動
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
。

　

恵
那
へ
戻
っ
た
平
成　

年
に
は
、
健
康

１０

体
操
と
音
楽
療
法
の
仲
間　

人
で
「
ト
ラ
イ

１０

ア
ン
グ
ル
」
を
結
成
。
高
齢
者
福
祉
施
設
や

小
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層
を

対
象
に
現
在
も
活
動
し
て
い
る
。

　

個
人
で
も
、
市
民
講
座
や
転
倒
予
防
教

室
、
水
中
運
動
教
室
の
講
師
と
し
て
、
市
内

各
地
で
引
っ
張
り
だ
こ
の
吉
田
さ
ん
。
平

成　

年
度
に
は
、
自
分
自
身
の
ス
キ
ル

１９
ア
ッ
プ
の
た
め
、 
健 
康
運
動
指
導
士
の
資

※

格
を
取
得
し
た
。

　

ま
た
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会
の
健
康

福
祉
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
昨
年
度
か
ら
健

康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
講
座
を
開
講
。
健
康

運
動
だ
け
で
な
く
医
療
や
食
、
介
護
予
防

や
救
急
を
取
り
入
れ
た
、
幅
広
い
「
健
康
づ

く
り
」
を
周
知
し
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
「
毎
日
、
市
内
全
域
で
い
ろ
ん
な
人
た
ち

と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
楽
し
く
運
動
し
て

い
ま
す
。
誰
で
も
年
を
取
り
ま
す
が
、
健

康
長
寿
を
目
指
し
た
い
。
健
康
寿
命
を
の

ば
す
こ
と
が
、
わ
た
し
の
目
標
で
す
」
と
、

力
強
く
生
き
生
き
と
語
る
吉
田
さ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
と
か
か
わ
り
な
が
ら
「
健

康
」
を
追
求
す
る
活
動
に
注
目
だ
。

�
�
�
�
��
�
�
�
�

５４

※健康運動指導士＝保健医療関係者と連携し、安全で効果的な運動を実施するための運動プログラム作成および実践指導計
画の調整などを行う役割を担う者。財団法人健康・体力づくり事業財団独自の事業
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４月生まれのみんな、お誕生日おめでとう。

　５月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。写真（なるべく１人で顔全体が写っているもの）の裏
に住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、電話番号、両親の氏名と簡単なコメントを添えて、４月１５日�までに
お申し込みください。またケーブルテレビ掲載の可否についてもご記入ください。申し込み多数の場合は先着順に
より掲載します。　
□申し込み・問い合わせ　〒５０９-７２９２ （住所不要）企画課広報広聴係�２６-２１１１（内線３１９）

 安  藤  
あん どう

 慶  人 くん 　　  　　Ｈ２０.４.１生
けい と

　予定より遅れて生まれたあな
た。あの感動から一年。あなた
の笑顔に癒され頑張れました。
これからも家族楽しくやってい
こうね。
長島町　　　　竜一さん・志穂さん

 田  中  
た なか

 偉 
い

 央 くん   　　　 　Ｈ２０.４.１生
お

　偉央くん、もう１歳なんだね!!
おめでとう。ニコニコ優しい笑
顔が大好きだよ�お兄ちゃんと
仲良くネ。
長島町　　　　

重陽さん・直美さん

 水  野  
みず の

 匠 
しょう

 英 くん  　 　　 　Ｈ２０.４.８生
えい

　Happy Birthday ！匠、かわいい
笑顔をありがとう。たくさん
笑って、たくさん泣いて、元気
いっぱいで育ってね。
長島町

英司さん・友見さん

 水  野  
みず の

 陽太 くん　   　   Ｈ２０.４.４生
ひなた

　ひなくん１歳Happy Birthday!
ニコニコ笑顔が大好きだよ！２
人のお兄ちゃんと一緒に元気に
遊んで、大きくなってね！
岩村町

和秀さん・加奈子さん

 桜 
さくら

 井  
い

 珠  莉 ちゃん 　 　　Ｈ２０.４.８生
しゅ り

　元気いっぱい！笑顔いっぱ
い！そんな珠莉がみんな大好き
だヨ。生まれてきてくれてあり
がとう。
岩村町

忍さん・智恵さん

 伊  藤  
い とう

 弥  祐 くん   　　　　Ｈ２０.４.９生
や ひろ

　お誕生日おめでとう。やっく
んの笑顔を見るだけで、みんな
幸せな気持ちになれるよ。あり
がとう。
大井町

彰高さん・昌美さん

 小  木  曽  
こ ぎ そ

 武  蔵 くん 　 Ｈ２０.４.２６生
む さし

　むさくん、１歳のお誕生日お
めでとう。これからもお姉ちゃ
ん、お兄ちゃんと仲良くね�
岩村町

了介さん・陽子さん

 小 
お

 栗  
ぐり

 有  愛 ちゃん 　 　　Ｈ２０.４.２３生
ゆ あ

　Happy Birthday有愛。いつも笑
顔をくれる有愛ちゃんはパパと
ママの大切な宝物だよ。これか
らもその笑顔をパパとママと周
りのみんなにちょうだいね!!
大井町　　　　秀明さん・悠子さん

 矢  頭  
や とう

 杏  友 ちゃん 　 　　Ｈ２０.４.１１生
あ ゆ

　Happy Birthdayあゆ�いつもパ
パとママに幸せをくれてありが
とう。元気に育ってね�
大井町

真祐さん・未佳さん

 堀  口  
ほり ぐち

 悠  詩 くん　  　  Ｈ２０.４.１７生
ゆう し

　HAPPY BIRTHDAY�いたず
ら大好き元気っ子の悠くん。み
んな悠詩の笑顔が大好きだよ!!
これからもいっぱい遊ぼうね�
大井町

聡さん・詩織さん
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笑いと体操で元気に 地域の伝統文化に触れる

暮らしが景観に変わる岩高が８２年の歴史に幕
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▲山岡歌舞伎保存会による歌舞伎の一幕
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▲講師を務めた佐々木葉教授

▲苦難な人生経験をおもしろおかしく紹介する辻さん
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▲「温故知新」の精神を後世に伝える額を持つ卒業生
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�������	
��������������

��������	
��������������

��������

�������	
�������������

�������	
�������������

�������	
�������������

�������	
�������������

�������	
�
����������

�������	
������������

豆腐づくりに挑戦 明智小、車いすを寄付

花言葉は、「幸を招く」ママの手くすぐったいよ
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▲安藤さんへ車椅子を手渡す工藤君と佐々木さん

�������	
��������������

�������	
��������������

�������	
�������������

��������	
����	�������

�������	
�������������

�������	
��

�����������������	
������

�������	
�������������

�������	
���������

▲咲き誇る福寿草

▲竹の棒を使って煮込んだ大豆を一生懸命絞る受講生
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▲楽しそうにマッサージをする親子
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住民が作る地域の資料館 災害を学べる施設が完成

快晴の大正村を快走梅露庵の梅、満開に咲く
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▲竣工式であいさつをする可知市長
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▲大正村の町並みを精一杯駆け抜けるランナーたち

▲テープカットをする地元役員と関係者の皆さん
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▲雨の中満開の梅を眺める子どもたち
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特別企画展覧会

狂歌入東海道－「保永堂版」後の広重

　新収蔵品、佐野喜版『東海道五拾三次』のお披露目展示です。

このシリーズは画中に狂歌が添えられているため、通称「狂歌

入東海道」といわれます。展覧会では同時期につくられた行書

東海道と最晩年の 竪  絵 東海道など、各種東海道シリーズも併せ
たて え

てご覧いただけます。

■会期
 ４/ ９�～ ６/１４ 日�
※４/２９�～５/６�は休ま
ず開館

■開館時間　午前９時半
～午後５時（入館は午後４
時半まで）
■観覧料　�大人＝８００円
（団体６５０円）　�小・中・高
校生＝５００円（団体４００円）
毎週月曜日（祝日を除く）、

祝日の翌日（土日・祝日を除く）

休館。５/１１�～１３�は展示替え

のため休館

■問い合わせ　中山道広
重美術館�２０-０５２２

５月３日は「市民の日」　
毎月第１日曜日を「市民の日」とし、市民に限り観覧料を無料としています。

　古代恵奈郡の中心地と推定される恵那市長島町正家
に、８世紀前半ごろに築かれた古代寺院跡が残ってい
ます。塔、金堂、講堂の配置は法隆寺と同じで、塔と
金堂は、建物の土台である基壇と礎石もよく残ってい
ます。昭和５２年度から５４年度、平成４年度から１０年度
にかけて発掘調査が行われ、 築  地  塀 に囲まれた東西約

つい じ べい

５４�、南北約７０�の 伽  藍  地 と東隣にほぼ同じ規模の区
が らん ち

画がある大規模な寺院であることが分かりました。ま
た、三彩陶器や塔を飾る 風  鐸 など希少な出土品もあ

ふう たく

り、古代の地方寺院の在り方を示す貴重な遺跡として
平成１３年８月１３日、国の史跡に指定されました。
　正家廃寺跡の近く、正家の集落か阿木川の対岸の東
野地区には、おそらく恵奈郡の役所（ 郡  衙 ）や東山道

ぐん が

の駅家（大井駅）があったと考えられますが、まだ、
はっきりとした位置は特定できていません。寺跡自体
も発掘調査が行われたのは全体の５０�弱で、全体像が
明らかになったわけではありません。現在、地元で
は、正家寺平歴史の里整備構想研究会を組織し、市と
協働で毎月１回のワークショップを開催し、地域のま
ちづくりの中でこれらの貴重な遺跡をどのように保

存、活用していったらいいのか検討を進めています。
□問い合わせ文化課�４３-２１１２（内線２１７）

文化財を巡る �古代の恵那～二つの古代寺院（その４）

歌川広重
「東海道五拾三次
（狂歌入東海道）日本橋」

１８３０～１８４４（天保後期）年
当館蔵

▲発掘調査中の塔跡（平成７年度）

 基  壇 と 礎  石 に往時を偲ぶ～正家廃寺跡　
き だん そ せき



この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい大豆油を使用し
たインキで印刷されています。

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。
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　中野方小学校は、市の北部、笠置山の山すそに広

がる豊かな自然と、地域の方の温かさに包まれた小

学校です。

　素晴らしい環境の中で、中野方小学校では、「じ

まん」を合い言葉に「自分じまん」（確かな学力）

「仲間じまん」（思いやりの心）「学校じまん」（やり

ぬく気力と体力）の３つの「じまん」づくりに取り

組んでいます。今回は、「仲間じまん」「学校じまん」

の実践を紹介します。

１．仲間じまん（収穫祭を通して）
　１・２年生は、サツマイモ、３・４年生は、農協
女性部の方に指導を受けながら大豆と野菜、５・６
年生は、棚田保存会の方に指導を受けて、棚田でお
米を作りました。
　秋には、中野方町老人クラブの方々を招き、それ
ぞれが収穫した作物で、焼き芋、豚汁、五平もちを

作り、日ごろの
感謝の気持ちを
表しました。
　生活科や総合
の時間の発表
や、仲良し班に
分かれてゲーム
と歌での交流を
しました。お年

寄りの方に喜んでもらえるようにと、肩たたきをす
る姿も見られ、みんなが笑顔になる時間を過ごしま
した。

２．学校じまん（歯んたま活動を通して）
　歯みがき活動を「は・ん・た・ま」と名付けてい
ます。平成元年からこの活動が始まり、県１位６
回、特撰校１２回、準県１位２回を、平成７年には
「全国歯のよい学校最優秀賞」を獲得し、本校の大き

な特色の一つとなっています。子どもたちは、この
輝かしい伝統を守るために、毎日給食の終了後に、
全校一斉の歯みがき活動に取り組んでいます。
　教室に歯みがきレベルを掲示し、子ども同士で
チェックをしたり、歯についての集会を行ったり、
高学年の子が低学年の子に歯みがきの仕方を教え
た り し て、
「じまん」づく
りに努めてい
ます。
　また４年生
と５年生は、
中野方保育園
の年中・年長
さんと、歯み
がき交流会を行っています。自分のひざに乗せて、
保育園の子に歯みがきの仕方を教えてあげたり、口
の中をのぞき込んで、みがき足りないところを教え
てあげたりと、ほほ笑ましい姿をたくさん見ること
ができます。
　保護者や地域の方も、小学校に大変協力的です。
運動会では、中野方商工会青年部の方と、保護者や
教員も一緒になって「ナカノホーレンジャー！中野
方小学校を守れ！」を演じ、児童に歯みがきの大切
さを訴えました。

『広報えな』４月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１４.４円（税込み）です。
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中野方小学校
児童数　８３人　学級数　６学級
恵那市中野方町２３５３番地１
�０５７３-２３-２００４　�０５７３-２３-００１０学校ホームページ http://www.nakanohou-e.ed.jp/

「ふるさと中野方じまん」ができる子の育成

恵那市安心安全メール配信システム
登録用ＱＲコード
□問い合わせ　防災対策課（内線３１７）

次号は４月１５日号
発行日は４月１５日�です

▲保育園児との交流で歯みがきをチェック

▲老人クラブの方々 と児童らのふれあい

▲運動会に登場した「ナカノホーレンジャー」


